
農畜産業を中心に、さらなる地域経
済の活性化を促す〝６次産業化〟。秋田
市が今年度から進めている取り組み、
チャレンジするかたへの支援、そして、
すでに実践しているかたの声をご紹介
します！ 農林総務課☎(866)2115

17
歳
の
６
次
産
業
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

６
月
か
ら
、
金
足
農
業
、
秋
田
商
業
、
秋

田
工
業
の
生
徒
30
人
が
、
市
内
産
の
農
産
物

を
活
用
し
た｢

お
い
し
く
楽
し
く
食
べ
ら
れ

る
」
商
品
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

金
足
農
業
の
生
徒
は
素
材
選
び
を
担
当
。

種
沢
フ
ァ
ー
ム(

雄
和)

の
圃ほ

場(

※)

見
学
な

ど
を
行
い
、
市
内
産
農
産
物
の
安
全
性
を
実

感
し
な
が
ら
、
素
材
に
米
粉
、
枝
豆
、
ト
マ

ト
、
か
ぼ
ち
ゃ
を
選
び
ま
し
た
。

秋
田
商
業
の
生
徒
は
市
場
調
査
を
担
当
。

関
係
機
関
か
ら
コ
ン
ビ
ニ
の
売
れ
筋
や
商
品

づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
な
ど
を
伝
授
し
て
も
ら

い
、
販
売
品
を
だ
ん
ご
、
中
華
ま
ん
、
パ
ン

に
決
め
ま
し
た
。

そ
し
て
、
秋
田
工
業
の
生
徒
は
売
り
出
す

際
の
デ
ザ
イ
ン
を
担
当
。
地
元
の
デ
ザ
イ
ン

会
社
の
指
導
の
も
と
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
表
現
を

学
び
、
６
次
産
業
化
の
ロ
ゴ(

下
段)

と
イ
メ

ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
作
成
し
ま
し
た
。

９
月
に
は
、
生
徒
全
員
で
商
品
の
試
作
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
。
商
品
イ
メ
ー
ジ
を
話
し
合
い
、

料
理
研
究
家
の
渡
部
恵
美
さ
ん
の
協
力
の
も

と
レ
シ
ピ
を
作
成
し
て
も
ら
い
、
実
際
に
生

徒
た
ち
が
調
理
し
ま
し
た(

上
の
写
真)

。
味

や
見
た
目
な
ど
に
こ
だ
わ
り
、
試
行
錯
誤
を

重
ね
て
、
つ
い
に
商
品
が
完
成
。
11
月
３
日

の｢
ア
キ
シ
ョ
ッ
プ｣

で
は
、
一
部
商
品
が
試

販
さ
れ
好
評
で
し
た
。

商
品
の
完
成
発
表
会
は
11
月
23
日
(金)
。
そ

の
後
、
販
売
の
た
め
の
商
談
な
ど
を
行
い
、

来
年
２
月
の
店
頭
デ
ビ
ュ
ー
を
め
ざ
し
ま

す
。
そ
の
際
は
ぜ
ひ
手
に
と
っ
て
、
17
歳
の

夢
と
努
力
の
〝
結
晶
〞
を
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

土
産
品
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

市
内
産
の
食
材
な
ど
を
使
い
、
若
い
感
性

を
生
か
し
た
商
品
開
発
と
実
社
会
で
の
経
験

を
積
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
ノ
ー
ス

ア
ジ
ア
大
学
観
光
学
科
の
学
生
15
人
が
取
り

組
ん
で
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

現
在
、
販
売
・
製
造
業
者
へ
の
調
査
な
ど

を
行
い
、
今
年
度
中
に
本
市
な
ら
で
は
の
土

産
品
の
商
品
発
表
を
行
う
予
定
で
す
。

見
学
会｢

女
性
農
業
者
た
ち
よ
大
志
を
抱
け｣

10
月
16
日
、
６
次
産
業
化
に
関
心
が
あ
る

女
性
を
対
象
に
先
進
地
見
学
会
を
行
い
ま
し

た
。
視
察
先
は
、
ト
マ
ト
を
栽
培
、
加
工
、

直
売
し
て
い
る
デ
リ
シ
ャ
ス
フ
ァ
ー
ム
㈱(

宮

城
県
大
崎
市)

。
参
加
者
か
ら
は
、
事
業
成
功

の
秘
け
つ
や
雇
用
形
態
な
ど
専
門
的
な
質
問

が
出
さ
れ
、
そ
れ
に
対
す
る
担
当
者
の
説
明

を
み
な
さ
ん
熱
心
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

＊６次産業化…生産(１次)、加工(２次)、販

売(３次)を一体化し、農林水産業を中心に、

地域で新しい付加価値を生み出す試み。

高校生が考えたこだわりの味。完成品が楽しみです！

今までの取り組み

土
産
品
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
の
圃
場
見
学

デ
リ
シ
ャ
ス
フ
ァ
ー
ム
の

ハ
ウ
ス
栽
培
を
見
学

６次産業化のロゴ…秋田
市の食材で「命をつなぐ」
「元気をつなぐ」をコン
セプトに、再生を意味す
る植物を元にデザインし
ました。

02
※圃場＝農作物などを栽培する田畑。



６次産業化を担う人材を育成するため、農業者や
商工業事業者を対象としたセミナーを実施していま
す。すでに市内６か所で、関連制度や実践事例を紹
介するスタートアップセミナーを行い、たくさんの
かたにご参加いただきました。
今後は、さらに詳しく加工や販売への取り組み方

を解説するステップアップセミナーを下記の日程で
開催します。受講無料。６次産業化に興味のあるか
たはぜひご参加ください。

市では、６次産業化の取り組みに対し、下記の内
容の支援を行っています。該当しそうな事業をお考
えのかたは、お気軽に農林総務課６次産業化担当へ
ご相談ください。☎(866)2115

11月21日(水)まで農林総務課☎(866)2115

６次産業化セミナーへどうぞ

日時
11月22日(木)･29日(木)、12月４日(火)･13日
(木)、いずれも午後１時30分～３時30分 
＊４回それぞれ内容が異なります。

会場 ルポールみずほ(山王の秋田県警察本部向かい)

申込

支援対象u市内で対象となる事業を行おうとする個
人、直売グループ、加工グループ、法人
支援内容u対象経費の最大２分の１を補助
対象事業の内容u

・農林水産物などを加工するための施設の新設や増
改築工事
・農林水産物などを加工するための機械設備の購入
や設置
・商品開発・改良のための試作商品の制作、パッケ
ージの制作、マーケティングや調査・分析など

ご活用ください！
事業費の支援制度

南部公民館で行われたセミナーの様子

やる気をサポート

その日のつきたてがすぐに食べられる新鮮さが
人気の〝宝川みさこ餅〟。「『餅菓子を毎日作って、
お店へ届ける』。大手企業がやれないことを実行
したことがみなさんに喜んでもらえる結果になっ
た」と代表の木山さんは話します。
商品づくりを始めたのは平成元年。現在は、６

人ほどで作業を行っています。「販売のための流
通というものがわからなかったので苦労しまし
た。人脈を広げれば道が開けると思い、積極的に
自身の活動の場も広げました」と木山さん。おか
げで、季節のイベントに欠かせない商品として順
調に注文が入るようになったそうです。
地元の素材と無添加にこだわった品々は、秋田

市地域特産品にも認定されています。「素材がい
いとやる気が起きます」。どこまでも地元産を愛
する木山さんのひとことが印象的でした。

〝宝川みさこ餅〟

種沢果樹組合は50年以上にわたり、雄和でり
んごを栽培しています。元々畑だった土壌が適し
ていたこともあり、果樹園では毎年たくさんのり
んごが赤く実ります。現在は８人が、6.5ヘクタ
ールの広い敷地で収穫から出荷までの作業を行っ
ています。組合長の伊藤さんは、｢できるだけ自
然のおいしさを味わってもらいたいので、通常の
収穫よりも数日遅らせて完熟させるなど、工夫が
欠かせません」と話します。
毎年今ごろは、もぎとり体験で訪れる保育園や

サークルなどでスケジュールがいっぱい。さらに、
果樹園のりんごを加工したオリジナルのジュース
もおいしいと評判です。「自然災害への備えや設
備の老朽化など、大変な面もあるけど、楽しみに
している人たちのために頑張らないと」と伊藤さ
んは力強く話してくれました。

木山みさ子さん(下北手)

種
沢
果
樹
組
合

伊
藤
敬
一
さ
ん(

雄
和)

種類も豊富な餅菓子です

実践者の
ひとこと

果
汁
100
％
の
種
沢
り
ん
ご

ジ
ュ
ー
ス
を
手
に
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